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皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
２
月
関
東
甲
信
を
襲
っ
た

記
録
的
な
大
雪
は
、
各
地
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
、
雪
に
比
較

的
慣
れ
て
い
る
富
士
北
麓
地
域
に

お
い
て
も
、
大
雪
へ
の
対
応
と
い

う
難
題
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
８
月
に

は
広
島
市
に
お
い
て
大
規
模
な
土

砂
災
害
が
発
生
し
、
長
野
県
に
お

い
て
は
９
月
の
御
嶽
山
の
噴
火
に

続
い
て
11
月
に
は
北
部
で
震
度
６

弱
の
地
震
が
発
生
す
る
な
ど
、
日

本
の
各
地
で
災
害
が
頻
発
し
て
お

り
ま
す
。

　

山
梨
県
に
お
き
ま
し
て
は
、
南

海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
型
地

震
、
富
士
山
の
噴
火
等
が
予
想
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

災
害
に
対
応
で
き
る
防
災
体
制
の

確
立
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
第
47
回
衆
議
院
議
員
総

選
挙
は
、
経
済
再
生
と
財
政
再

建
、
安
全
保
障
等
を
主
要
な
論
点

に
安
倍
政
治
の
信
任
を
目
的
と
し

て
、
12
月
14
日
に
投
開
票
が
行
な

わ
れ
、
第
97
代
首
相
に
安
部
晋
三

総
裁
が
選
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

新
政
権
が
取
り
組
む
べ
き
重
要

な
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
創

生
に
向
け
た
50
年
先
を
見
据
え
た

人
口
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
５
年

後
を
目
途
と
し
た
総
合
戦
略
の
立

案
を
早
急
に
行
い
、
具
体
的
な
道

筋
を
示
し
て
地
方
自
治
体
の
様
々

な
地
域
資
源
や
特
性
に
応
じ
た
、

具
体
的
な
実
行
策
を
財
政
的
に
も

制
度
的
に
も
支
援
さ
れ
る
よ
う
期

待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で

様
々
な
理
由
で
着
手
、
実
行
に
至

ら
な
か
っ
た
事
業
や
構
想
を
掘
り

起
こ
す
と
と
も
に
、
町
議
会
や
、

町
民
総
合
調
整
審
議
会
、
各
審
議

会
、
町
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い

た
意
見
を
参
考
に
施
策
を
立
案
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
現
在
、
西
桂

町
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略

策
定
の
為
の
人
口
動
向
の
分
析
を

行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

は
、
こ
れ
に
基
づ
き
将
来
人
口
推

計
の
分
析
を
進
め
、
町
の
地
域
特

性
に
見
合
っ
た
計
画
の
立
案
を
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、町
民
と
行
政
が
、

お
互
い
に
目
的
を
共
有
し
、
町
民

ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、
一
体
と

な
っ
て
考
え
、
行
動
し
解
決
し
て

い
く
と
い
う｢

協
働｣

の
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、
地
域
課
題
の
解
決

や
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
地
方
創
生

に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
、
町
民
参
加
の
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

の｢

西
桂
町
民
総
合
調
整
審
議
会
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
11
月
末
ま
で

に
６
回
の
審
議
会
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
10
月
に
は｢

町
内

公
共
施
設
の
更
な
る
有
効
活
用
の

た
め
の
具
体
的
方
策
に
つ
い
て｣

の
答
申
を
頂
き
、
事
業
の
有
用
性

を
判
断
す
る
中
で
、
施
策
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
現
在
、
各
担
当
課

に
お
い
て
検
討
し
て
お
り
、
今
後

は
、
６
月
の｢

西
桂
町
の
活
性
化

推
進
に
つ
い
て｣

の
答
申
と
併
せ

て
、
議
会
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く

新
年
の
あ
い
さ
つ

西
桂
町
長

　
小
　
林
　
千
　
尋
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中
で
、
新
年
度
に
向
け
て
事
務
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、｢

地
域
防
災
の
推
進｣

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

去
る
11
月
22
日
、
長
野
県
北
部

で
最
大
震
度
６
弱
を
記
録
し
た
地

震
が
発
生
し
ま
し
た
。
地
震
に
よ

る
負
傷
者
、
住
宅
が
倒
壊
や
半
壊

さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
地
震
で
は
、
地
域
力
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
地
域
の
強
い｢

結
び
付
き｣

が
あ
り
、
自
分
が
助
か
っ
た
後
、

地
域
の
方
や
友
人
を
す
ぐ
に
救
助

す
る
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
大
き
な
地
震
が
起
こ
っ

た
中
で
も｢

死
者
ゼ
ロ｣

と
い
う

結
果
に
つ
な
が
っ
た
一
番
の
理
由

は
、
や
は
り
地
域
の
強
い
結
び
付

き
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

町
で
は
、
防
災
体
制
の
確
立
の

た
め
、｢

防
災
リ
ー
ダ
ー
会
議｣

「
防

災
連
携
会
議｣
を
開
催
し
、
関
係

団
体
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
、
行

政
が
連
携
し
、
予
防
対
策
や
災
害

時
の
減
災
対
策
の
協
力
体
制
の
確

立
を
目
指
し
、
地
域
力
の
強
化
に

努
め
て
お
り
ま
す
。｢

自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
。
家
族
の
命
は
家

族
で
守
る
。
地
域
の
命
は
地
域
で

守
る
。｣

を
基
本
に
今
後
の
防
災

行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
備
蓄
倉
庫
に
つ
き

ま
し
て
は
、
10
月
発
注
し
来
年
３

月
末
完
成
予
定
で
工
事
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
防
災
体
制
の

充
実
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、｢

子
育
て
支
援｣

に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
教
育
・
保
育
そ
の
他
の

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
た

め
、
５
年
間
を
１
期
と
す
る
西
桂

町
の｢

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画｣

の
作
成
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
作
成
に
あ
た
り
、

本
年
５
月｢

西
桂
町
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
会
議｣

を
立
ち
上
げ
、

今
日
ま
で
５
回
の
支
援
会
議
を
開

催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
支
援
会
議
で
は
、
実
態
調

査
の
結
果
を
多
方
面
か
ら
分
析
す

る
と
と
も
に
、
委
員
の
ご
意
見
を

計
画
に
反
映
す
る
こ
と
と
し
、
12

月
４
日
に
は
こ
れ
ま
で
取
り
ま
と

め
ら
れ
た
計
画
書
の
素
案
を
審
議

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
西
桂
町
の｢

子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画｣

の
素
案

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
、
住
民
の
皆
様
の
幅
広
い
ご
意

見
を
い
た
だ
い
た
後
に
、
来
年
３

月
に
は｢

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画｣

の
作
成
を
行
な
う
と

と
も
に
、
今
後
の
施
策
の
具
体
策

を
提
案
す
る
中
で
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
子
育
て
事
業
を
実
施

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
福
祉
・
健
康
づ
く

り
の
推
進
、
道
路
及
び
橋
梁
の
整

備
、
水
道
・
下
水
道
事
業
の
推
進
、

地
域
資
源
と
し
て
の
三
つ
峠
の
保

全
と
活
用
、
産
業
の
振
興
、
学
校

教
育
や
生
涯
学
習
の
充
実
に
つ
き

ま
し
て
も
、
町
民
の
皆
様
と
将
来

の
姿
を
共
有
し
、
手
を
携
え
て
行

動
す
る
こ
と
に
よ
り
、一
歩
一
歩
、

着
実
に
実
現
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
第
５
次
長
期
総
合
計

画
に
お
け
る｢

豊
か
な
心
を
育
む

人
づ
く
り｣

、｢

地
域
の
魅
力
が
輝

く
ま
ち
づ
く
り｣

、｢

参
画
と
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り｣

の
３
つ
を

将
来
の
西
桂
を
創
る
上
で
の
基
本

的
な
考
え
方
と
し
、
ま
ち
づ
く
り

の
将
来
像｢

人
が
輝
く
、
地
域
が

輝
く
ま
ち　

に
し
か
つ
ら｣

の
実

現
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
西
桂
町
発

展
の
た
め
、
よ
り
一
層
の
お
力
添

え
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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西桂町除雪計画西桂町除雪計画

除雪・凍結路面対策について
　町では、冬季の降雪の状況に応じて町道の除雪・凍結防
止剤散布作業を行ないます。
　除雪作業は、限られた人手と機械でできるだけ早期に作
業を完了させなければなりませんが、行政のできる道路除
雪には限界がありますので、町民の皆様のご理解ご協力を
お願いします。
 
除雪について
■■除雪する路線
◎第 1次除雪体制
　町内の主要幹線町道（地域防災計画で指定する避難路及
び緊急輸送路）を中心に総延長 27km を、積雪 15㎝を目
安に委託業者により除雪を行ないます。
◎第 2次除雪体制
　気象条件等により、住民生活に重大な支障を及ぼす恐れ
が予測される場合、主要幹線町道及び交差点等の排雪（雪
をダンプカー等で運び出す）作業を行ないます。
■■自宅周辺の道路の除雪にご協力を
　町の除雪路線については、毎年区長会議で協議を行い決
定しています。除雪を委託している業者の機械台数や運転
するオペレーターの人数など調整して除雪にあたっていま
すが、全ての町道を除雪することはできません。各ご家庭
の雪かきも大変なこととは思いますが、自宅周辺道路の雪
かきもぜひご協力をお願いいたします。
■■除雪車には近づかないでください
　除雪作業中は大変危険です。除雪機械が作業している周
囲には近寄らないようにしてください。

■■道路脇の雪溜まり除去にご協力を 
　除雪委託業者は作業の効率を考慮して除雪順路を決めて
実施しています。
　早朝（午前 3時頃）から除雪に入りますが、一斉に全て
の路線を除雪することはできませんので、後半の順路の場
合、沿線の皆様が各ご家庭の雪かきをした後に除雪作業が
行われることもあります。除雪車が通った後は道路脇（玄
関先等）に雪溜まりがどうしてもできてしまいます。沿線
の皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、道路という公共
性をご理解いただき、雪溜まりの除去にご協力をお願いい
たします。 

凍結路面対策について 
■■主要幹線町道への対応 
　町では、路面凍結のおそれのある坂道、交差点、日陰道
などについては、路面凍結時や凍結が予想される場合に、
凍結防止剤散布を行います。
■■主要幹線町道以外の町道への対応 
　各区の要請により凍結防止剤を区の役員さんに配布いた
しますので、お手数ですが役場まで取りに来ていただき、
散布にご協力お願いいたします。
■■通学路への対応 
　保育所、学校からの要請により、保護者会、ＰＴＡ役員
の皆様のご協力をお願いいたします。
■■凍結防止剤散布についてのお願い 
　塩化カルシウムは数に限りがあります。凍結防止剤とし
て使用し、雪をとかす目的で使用しないでください。 

町民みなさんへのお願い 町民みなさんへのお願い 
　道路上及び公共施設の駐車場等に車両もしくは物件の放置は絶対しないようお願いします。
　路上駐車は、除雪作業の遅延、歩行者及び通行車両に危険をおよぼす恐れがあります。
　民有地の樹木等が路上に倒れ通行の支障となる恐れのあるものについては、所有者で事前に処理してください。なお、雪害
等により路上に倒れ通行に支障となっている樹木については町で伐採させていただく場合もありますのでご了承ください。
　除雪作業で耕地等への排雪により砂利等が耕地に入る場合がありますが何卒ご了承ください。
　屋敷等から車道へ雪を投げ出す方が見られます。道巾が狭くなり通行に支障が出ますので、投げ出さないようにしてください。
　また、側溝・用水路などへは絶対に雪を捨てないでください。側溝・用水路などに雪を捨てると、下流で雪が水路を詰まら
せ家屋などに浸水する被害、グレーチングの蓋を開けたままにしたり、蓋を完全に閉めないで浮いた状態により歩行者や車が
誤って落ちたり、除雪時の作業事故の原因となりますので絶対しないようにお願いします。
　一人一人のご理解とご協力をお願いします。 

　昨年度の記録的大雪では、観測史上最高の積雪量 143cm（河口湖測
候所）を記録しました。本町でも交通ネットワークの遮断による孤立地
域の発生又は食料や燃料の不足、家屋等の損壊被害、雪崩発生による一
部地域の避難指示・勧告の発令など、町民生活に大きな影響をもたらし
ました。
　そんな局面を、昼夜を徹しての懸命な除雪作業、民生委員や消防団に
よる高齢者世帯等の家屋周りの除雪、また「共助」の精神により多くの
町民の方々が地域を支えあい、この歴史的大雪を大きな混乱もなく乗り
越えることができました。皆様のご協力に心から感謝申し上げますとと
もに、今年度も引き続きご理解・ご協力をお願い申し上げます。 

平成26年度　西桂町除雪計画 

建設水道課　建設係お問い合わせ先

■■排雪場の指定について
排雪場は、町内各地域１ヶ所を確保し、立て札で明示していきます。
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児童扶養手当改正児童扶養手当改正

過去の広報誌を町のホームページで見ることができます。「http://www.town.nishikatsura.yamanashi.jp」にアクセス！

平成26年12月1日から「児童扶養手当法」の一部が改正されます。

ひとり親家庭小中学校入進学支度金支給事業

　これまで公的年金※１を受給している方は児童扶
養手当を受給できませんでしたが、平成 26 年 12
月以降、年金額が児童扶養手当より低い方は、その
差額分の児童扶養手当を受給できるようになりまし
た。公的年金を受給している方で、児童扶養手当受
給の資格がある方は、受給の手続き等が必要になり
ます。
※１　遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、

遺族補償等

【今回の改正により新たに手当を受け取れる場合】
・お子さんを養育している祖父母等が、低額の老齢
年金を受給している場合

・父子家庭で、お子さんが低額の遺族厚生年金のみ
を受給している場合

・母子家庭で離婚後に父が死亡し、お子さんが低額
の遺族厚生年金のみ受給している場合等

≪参考≫児童扶養手当の月額（平成 26 年４月改正）
・子ども１人の場合　
　全部支給　41,020 円
　一部支給　41,010 円～ 9,680 円
　　　　　　（所得に応じて決定されます）
・子ども 2人以上の加算額
　２人目　　　　　　　　5,000 円
　３人目以降１人につき　3,000 円

【支給について】
　手当は申請の翌月分から支給開始になります。（４
月、８月、12 月が支払い月）ただし、公的年金を
受給していたことにより児童扶養手当を受給できな
かった方のうち、平成 26 年 12 月１日に支給要件
を満たしている方が平成 27 年３月までに申請した
場合は、平成26年 12月分の手当から受給できます。
※平成 26 年 12 月～平成 27 年３月分は平成 27 年
４月の支払いとなります。

　平成 27 年４月に小中学校へ入進学する児童がい
るひとり親家庭に対して、県から「ひとり親家庭小
中学校入進学支度金」を支給します。平成 27 年１
月１日現在において、次の要件を全て満たす方は平
成 27 年１月１日以降に富士・東部保健福祉事務所
福祉課または、いきいき健康福祉センター内福祉保
健課へ申請してください。
●●県内在住であること。
●●平成 27 年４月に山梨県内の小中学校（特別支援
学校の小学部・中学部を含む。）へ入進学する児
童を監護し、生計を同一とするひとり親家庭の親
（父母のない児童の養育者を含む。）であること。
※ただし、児童福祉施設（母子生活支援施設を
含む。）に入所中の児童並びに里親に委託中の
児童は除く。

●●平成 26 年度（平成 25 年中）の所得税が非課税
である世帯であること。
※ただし、年少扶養親族に対する扶養控除の廃
止及び 16 歳以上 19 歳未満の者に対する扶養
控除の上乗せ部分の廃止が無いものとして計
算した場合に所得税が 0円となる世帯は、対
象とする。（兄弟姉妹がいる場合は、対象とな
る場合がありますので、福祉保健課福祉係ま
でお尋ねください。）

●●生活保護の受給世帯でないこと。

【支給額】
入進学する児童１人につき 10,000 円

【申請期限】
平成 27 年１月 31 日
※平成 27 年１月１日以降に上記要件へあてはまる
ようになった場合、もしくはやむを得ず申請期
限内に提出ができなかった場合には平成 27 年３
月 31 日まで受け付けます。

【提出書類】
①ひとり親家庭小中学校入進学支度金支給申請書
②各種添付書類
※申請用紙は、富士・東部保健福祉事務所福祉課及
び、いきいき健康福祉センター内福祉保健課に
あります。

【提出場所・問い合わせ先】
○いきいき健康福祉センター内福祉保健課福祉係
○富士・東部保健福祉事務所福祉課児童生保担当
　〒 403-0005
　富士吉田市上吉田 1-2-5 富士吉田合同庁舎 1階
　TEL　0555-24-9042

いきいき健康福祉センター内　福祉保健課　福祉係お問い合わせ先
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山梨県知事選挙のお知らせ山梨県知事選挙のお知らせ

西桂町役場☎ 25-2121　　教育委員会（YLO会館）☎ 25-2941　　いきいき健康福祉センター☎ 25-4000

　

農
業
委
員
の
う
ち
選
挙
委
員
は
、
選
挙

権
の
あ
る
農
業
者
が
、
被
選
挙
権
の
あ
る

農
業
者
の
う
ち
か
ら
選
挙
に
よ
っ
て
選
出

さ
れ
ま
す
。

　

選
挙
の
方
法
は
、
お
お
む
ね
市
町
村
の

議
会
の
議
員
の
選
挙
に
順
じ
て
行
わ
れ
ま

す
。

　

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
権
、
被
選
挙

権
は
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に

登
載
さ
れ
た
農
業
者
の
方
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
が
、
毎
年
１
月
10
日
ま

で
に
、
有
権
者
（
農
業
者
）
か
ら
申
請
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
１
月
１
日
現
在

の
状
況
に
よ
り
、
そ
の
資
格
要
件
を
調
査

し
、
調
製
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
い
う
選
挙
人
名
簿
は
、
公
職
選

挙
法
第
19
条
の
規
定
に
よ
る
永
久
選
挙
人

名
簿
（
一
度
登
録
さ
れ
た
ら
、
抹
消
事
由

に
該
当
し
な
い
限
り
永
久
に
名
簿
登
載
さ

れ
る
名
簿
の
こ
と
。）
で
は
な
く
、
毎
年

一
定
時
期
を
基
準
と
し
て
選
挙
権
を
有
す

る
者
を
登
録
し
、
名
簿
確
定
後
は
一
定
時

期
据
え
置
い
て
、
そ
の
期
間
内
に
行
わ
れ

る
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
に
関

す
る
す
べ
て
の
選
挙
に
用
い
ら
れ
る
定
時

調
製
名
簿
で
あ
り
、
調
製
の
方
式
も
選
挙

権
の
あ
る
者
の
申
告
を
待
っ
て
そ
の
選
挙

資
格
を
調
査
し
て
作
成
す
る
申
告
調
製
名

簿
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
、
毎
年
申
請

が
な
け
れ
ば
作
成
で
き
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
農
業
委
員

会
で
は
、
毎
年
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
を
各
農
家
に
配
布

し
、
各
地
区
農
業
委
員
及
び
役
場
に
届
け

て
い
た
だ
き
、
各
農
家
か
ら
の
回
収
後
、

内
容
を
審
査
し
た
上
で
選
挙
管
理
委
員
会

へ
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
農
家
の
方
は
、
必
ず
、
申
請

書
に
資
格
要
件
の
あ
る
者
を
記
入
し
て
い

た
だ
き
提
出
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
の
資
格
要
件
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

資
格
要
件

１
．
西
桂
町
農
業
委
員
会
の
区
域
内
に
住

所
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

２
．
年
齢
が
20
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

３
．
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
耕

作
の
業
務
を
営
む
者
で
あ
る
こ
と
。

４
．
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
の
同
居
の

親
族
又
は
同
居
の
親
族
の
配
偶
者
で

あ
っ
て
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕

作
に
従
事
し
て
い
る
と
農
業
委
員
会

が
認
め
た
者
で
あ
る
こ
と
。 

５
．
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
耕

作
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の

組
合
員
、
社
員
又
は
株
主
で
あ
っ
て

年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従

事
し
て
い
る
と
農
業
委
員
会
が
認
め

た
者
で
あ
る
こ
と
。

申
請
方
法

　

該
当
す
る
農
家
の
方
は
必
ず
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

地
区
農
業
委
員
が
申
請
書
を
配
布
及
び

回
収
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
権
を
有
す
る
者
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
状
況
に
よ
り
１
月
10
日
ま
で
に
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
を
農

業
委
員
会
を
経
由
し
て
、
選
挙
管
理
委
員
会

に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
申
請
書
を
提
出
し
な
い
と
選
挙
人

名
簿
に
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

申
請
書
の
提
出
が
あ
っ
た
農
家
世
帯
に

つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
に
お
い
て
、
資

格
要
件
等
を
確
認
し
、
１
月
31
日
ま
で
に

選
挙
管
理
委
員
会
へ
送
付
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
住
所
要
件
等

を
確
認
し
た
う
え
で
、
３
月
31
日
選
挙
人

名
簿
を
確
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

町
外
の
農
地
を
耕
作
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
耕
作
面
積
の
確
認
の
た
め
当
該
農
地

を
管
轄
す
る
農
業
委
員
会
の
耕
作
証
明
を

当
該
申
請
書
に
添
付
願
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
２
５
―
２
１
２
１

当日投票
　日　時　平成 27 年 1 月 25 日（日）
　　　　　午前 7 時～午後 8 時
　場　所　いきいき健康福祉センター

期日前投票
　日　時　平成 27 年 1 月 9 日（金）～ 24 日（土）
　　　　　午前 8 時 30 分～午後 8 時
　場　所　ふれあいサロン三ツ峠

※投票日に予定のある方は、期日前投票
をお願いします。

■■問い合わせ先　西桂町選挙管理委員会 

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
毎
年
必
要
で
す
。

山梨県知事選挙のお知らせ
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町からのお知らせ町からのお知らせ
　

西
桂
小
学
校
で
は
、
授
業
参
観

及
び
『
命
の
授
業
』
と
題
し
て
全

校
合
同
一
斉
道
徳
授
業
を
開
催
い

た
し
ま
す
。『
命
の
授
業
』
に
関

し
ま
し
て
は
、
保
護
者
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
町
内
の
多
く
の
皆
様
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■■
開
催
日

　

平
成
27
年
１
月
24
日
（
土
）

■■
時
間
と
内
容

　

１
・
２
校
時
・
・
・

　
　

各
学
級
で
の
授
業
参
観

　
　

午
前
８
時
50
分
～

　

３
校
時
・
・
・

　
　
全
校
合
同
一
斉
道
徳
授
業

　
　
『
命
の
授
業
』

　
　
午
前
10
時
40
分
～
12
時

　
講
師　
腰
塚
勇
人
氏

　
　
　
　
（
こ
し
づ
か
は
や
と
）

　
　
　
　
【
元
中
学
校
体
育
教
師
】

■■
場
所　

　

西
桂
小
学
校
体
育
館

　

当
日
は
、
校
庭
が
駐
車
場
と

な
り
ま
す
。

※
上
履
き
（
ス
リ
ッ
パ
等
）
を　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■■
お
問
い
合
わ
せ

　

西
桂
小
学
校　

教
頭　

大
野

　

11
月
13
日
に
小
学
校
児

童
会
会
長
、
副
会
長
、
担

当
の
先
生
、
教
頭
先
生
が

自
分
た
ち
の
小
遣
い
や
貯

金
か
ら
集
め
た
貴
重
な
お

金
１
７
，
０
５
０
円
を
共

同
募
金
と
し
て
共
同
募
金

会
の
会
長
で
あ
る
、
町
長

及
び
西
桂
町
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
に
お
渡
し
し
ま

し
た
。

　

町
の
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
募
金
は
大
切
に

福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
、

福
祉
向
上
に
役
立
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
事
業
を
通
じ
て
子
ど
も

た
ち
に
も
共
に
助
け
合
う

共
助
の
心
を
学
ん
で
い
た

だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　前納報奨金制度とは税収の早期確保と納税意識の向上を図ることを目的に創設されたもので、第 1期の納期
限内に、その年度の税額を全額一括納付した場合に報奨金を交付する制度です。
　具体的には、全期分（年税額）を納める際に前納報奨金を差し引いた額で納付することができるものです。

廃止について
理由 　納期内納税が定着し当初の目的が達成されたことや、この制度の利用が一括納付できる方に限られ、

給与や年金から特別徴収（天引き）される方には適用されないため、公平性に欠ける（不公平である）
などの理由から、制度を廃止することになりました。

問 　これまでどおり１年分を一括で納めることはできますか？
　報奨金制度は廃止されますが、引き続き年税額を一括して納付していただいて差し支えありません。
納付にあたりましては、報奨金は交付されませんが、今後も従来どおり納税通知書に「前納用」を添付
しますので、引き続きご利用いただきますようお願いいたします。

　制度の廃止につきまして何卒ご理解を賜り、今後とも納期内納付にご協力をいただきますようお願い
いたします。

ご注意ください！
口座振替により一括納付（前納で申込）されている場合、例年に引き続き年税額が第 1 期の納期限
に引き落としとなります。 
よって、期別納付（各期ごとの引き落とし）への変更を希望される場合は、口座振替申込金融機関で
変更の手続きをお願いいたします。

※固定資産税については、これまでどおり前納報奨金制度が継続されます。

小
学
校
児
童
が

共
同
募
金
!!

西
桂
小
学
校

学
校
開
放
日（
土
曜
参
観・

全
校
合
同
一
斉
道
徳
授
業
）

の
お
知
ら
せ

体育教師がスキーでの事故
をきっかけに、人生も人生
観も大きく変わりました。
今を自分らしく幸せに生き
るためのヒントを普段の生
活の中から紹介していきま
す。

講師　腰塚勇人氏 「命の授業」腰塚勇人氏オフィシャルサイトより

『命の授業』とは…

平成 27年度から町県民税に対する前納報奨金制度が廃止されます平成 27年度から町県民税に対する前納報奨金制度が廃止されます

過去の広報誌を町のホームページで見ることができます。「http://www.town.nishikatsura.yamanashi.jp」にアクセス！7



町からのお知らせ町からのお知らせ

　

12
月
２
日
（
火
）
い
き
い
き
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
西
桂
町
献
血
推

進
協
議
会
及
び
三
ツ
峠
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
主
催
に
よ
る
献
血
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
般
的
に
は
若
年
層
の
献
血
離
れ
が

進
み
、
全
体
で
の
献
血
量
が
落
ち
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
冬
場
は
慢
性
的
な
血
液
不
足
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
住
民
の
方
や
近

隣
事
業
所
の
従
業
員
の
方
た
ち
の
ご
協

力
に
よ
り
今
年
も
多
数
の
ご
協
力
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
日
赤
奉
仕
団
・
商
工

会
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
協
力
や

食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
食
事
の
提

供
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

献
血
は
毎
年
８
月
と
12
月
の
第
一
火

曜
日
に
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
来
年
も

変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

西桂町役場☎ 25-2121　　教育委員会（YLO会館）☎ 25-2941　　いきいき健康福祉センター☎ 25-4000

｢にしかつら暮らしの便利帳｣発行について
　町では、役場での各種手続きや施設利用案内、
また地域情報をまとめたガイドブック ｢にしかつ
ら暮らしの便利帳｣ を（株）サイネックスとの官
民協働事業により発行いたします。
　（株）サイネックスとは 12 月 9 日に町長室にお
いて共同発行に関する協定書の調印を行ないまし
た。

　発行は平成
27 年５月を予
定し各家庭に配
布しますので、
皆様のお手元に
保存版の冊子と
してご活用くだ
さい。

｢にしかつら暮らしの便利帳｣ に掲載する広告を
募集します。
　｢暮らしの便利帳｣ の発行にかかる費用は、広
告料によって賄われます。このたび、この冊子に
掲載する広告を募るため、（株）サイネックスの
担当者が町内の事業所を訪問しますので、ご理解
とご協力をお願いします。
　広告の掲載を希望する場合は、直接（株）サイ
ネックスまでお問い合わせください。

【便利帳に関する問合せ先】　【便利帳に関する問合せ先】　
　総務課　企画担当
【広告に関する問合せ先】【広告に関する問合せ先】
　（株）サイネックス西東京支店
　TEL　042 － 548 － 1556

献
血
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　11 月 30 日（日）西桂中学校体育館において第２回福
祉健康まつりが盛大に開催されました。
　式典においては、福祉健康標語コンクール・３歳児歯
科優良児・高齢者歯科優良者・献血（個人・企業）協力
者の各表彰が行われました。
　イベントとしては、各種ボランティア団体によるス
テージ発表を始め、交流・体験コーナー、飲食コーナー、
障害福祉サービス事業所による福祉ショップ、健康コー
ナーや講演など盛
りだくさんの内容
の中、参加して下
さった方々から
は、ボランティア
活動や健康に関す
る関心がより一層
高まったとの声が
聞かれました。

広
島
県
大
雨
災
害

広
島
県
大
雨
災
害

義
援
金
の
御
礼

義
援
金
の
御
礼

　

平
成
26
年
８
月
20
日
か

ら
の
大
雨
に
よ
り
広
島
市

が
被
災
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
町
民
の
方
よ
り
匿
名

で
福
祉
保
健
課
に
義
援
金

と
し
て
１
０
，
０
０
０
円

届
け
に
き
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
日
本
赤
十
字
社
山

梨
県
支
部
が
広
島
県
大

雨
災
害
義
援
金
の
受
付

を
行
っ
て
い
た
た
め
、
送

金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

第２回 『福祉健康まつり』『福祉健康まつり』
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確定申告のお知らせ確定申告のお知らせ

｢｢

キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
や
ま
な
し

　
　
　
　
　
や
ま
な
し｣｣

入
会
者
を
募
集

入
会
者
を
募
集

　

県
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
を

応
援
し
様
々
な
分
野
の
講
座
情
報

等
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
・
対
象
者

■
募
集
・
対
象
者

　

い
つ
で
も
、
ど
な
た
で
も
入
会

で
き
ま
す
。

■
入
会
費
用

■
入
会
費
用　
無
料

■
申
し
込
み
方
法

■
申
し
込
み
方
法

　

市
町
村
教
育
委
員
会
、
公
民

館
、
図
書
館
な
ど
に
備
え
付
け
の

「
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
入

会
者
募
集｣

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
又
は

｢

キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し｣

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
記
載
の
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。(

郵

送
、
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
持
参
等)

■
問
い
合
わ
せ
先

■
問
い
合
わ
せ
先

　

山
梨
県
生
涯
学
習
文
化
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
５
５
―
２
２
３
―
１
３
１
９

　

Ｈ
Ｐ　

http://www.manabi.
pref.yam

anashi.jp/
campusnet/index.jsp

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

「
検
察
審
査
会
」

「
検
察
審
査
会
」

　

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を

持
っ
て
い
る
人
の
中
か
ら
「
く

じ
」
で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
あ
な
た
も
審
査
員
に
選

ば
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
交
通
事
故

や
詐
偽
、
脅
し
な
ど
犯
罪
の
被
害

に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え

た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起

訴
し
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
）

に
つ
い
て
、
そ
の
処
分
に
不
満
を

も
つ
被
害
者
な
ど
か
ら
申
立
が

あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴
処

分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審

査
し
ま
す
。

　

審
査
申
立
な
ど
に
つ
い
て
の
ご

相
談
、
ま
た
は
検
察
審
査
会
に
つ

い
て
知
り
た
い
場
合
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

甲
府
検
察
審
査
会
事
務
局

　
（
甲
府
市
中
央
１
丁
目
10
番
７
号

　

甲
府
地
方
裁
判
所
内
）

　
電
話　

０
５
５（
２
１
３
）２
５
４
８

１
月
１
月
1010
日
は
日
は

１
１
０
番
の
日
で
す

１
１
０
番
の
日
で
す

　

｢

１
１
０
番
の
日｣

は
、
県
民

の
皆
さ
ん
に｢

１
１
０
番
の
仕
組

み｣

や｢

正
し
い
利
用
方
法｣

に

つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

定
め
た
も
の
で
す
。

　

１
月
10
日
の
１
１
０
番
の
日
は

　
　
　
１　
　
　
　
１

◎
い
ち
早
く　
急
が
ず
慌
て
ず

　
　
　
０

　
　
冷
静
に

の
合
い
言
葉
の
も
と
に
広
報
活
動

を
行
い
ま
す
。

　

１
１
０
番
は
、
県
内
の
ど
こ
の

地
域
か
ら
か
け
て
も
、
警
察
本
部

通
信
指
令
課
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

１
１
０
番
を
か
け
る
と
、
担
当

の
警
察
官
が｢

い
つ｣

、｢

何
処
で
」、

｢

何
が｣

、｢

犯
人
は
」、｢

負
傷
者

は｣

、｢

あ
な
た
の
住
所
、
氏
名｣

な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
、
落

ち
着
い
て
話
し
て
下
さ
い
。

　

落
し
物
や
運
転
免
許
証
の
更
新

手
続
き
等
関
す
る
問
い
合
わ
せ
、

ま
た
緊
急
以
外
の
事
件
・
事
故
、

相
談
事
等
に
つ
き
ま
し
て
は

　

大
月
警
察
署

　
　
０
５
５
４
―
２
２
―
０
１
１
０

　

警
察
本
部
相
談
室

　
　

＃
９
１
１
０

を
御
利
用
し
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
い
た
ず
ら
電
話
や
間
違

い
電
話
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

緊
急
の
事
件
・
事
故
の
通
報

に
支
障
を
き
た
し
ま
す
の
で
、

１
１
０
番
通
報
の
適
切
な
ご
利
用

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

平 成 26 年 分 の
申告書の提出及び
納 税 の 期 限 は

所得税及び復興特別所得税　　　　　　　3月16日(月)
までです。贈　　与　　税　　　　　　　　　　　　3月16日(月)

個人事業者の消費税及び地方消費税　　　3月31日(火)

【 大 月 税 務 署 の 申 告 書 作 成 会 場 設 置 期 間 】
平成 27年 2月 12日（木）　～　平成 27年 3月 31日（火）

◎確定申告に関する各種情報等は、国税庁ホームページで・・・【www.nta.go.jp】
◎納税には、口座振替をご利用ください。

○口座振替のご利用を希望される場合は、｢口座振替依頼書｣ を、上記の申告書の提出及び
納税の期限｣ までに税務署に提出 ( 郵送 ) をお願いします。

口座振替をご利用
の場合の振替日は

所得税及び復興特別所得税　　　　　　　4月20日(月)
です。

個人事業者の消費税及び地方消費税　　　4月23日(木)

過去の広報誌を町のホームページで見ることができます。「http://www.town.nishikatsura.yamanashi.jp」にアクセス！

申告書はご自分で作成し提出はお早めに申告書はご自分で作成し提出はお早めに

9



行事予定・人のうごき行事予定・人のうごき

人 口 と 世 帯
平成 26年 12月１日現在

 男 　2,229 人 （ー６）
 女 　2,353 人 （±０）
合計　4,582 人 （－６）
世帯　1,540世帯（＋２）
※住民基本台帳 ( 外国人含む )
に基づく人口と世帯数を掲載

慶
　
弔11

月
届
出

お
く
や
み（
死
亡
）

親
族

柿
　
園
　
勝
　
俣
　
隆
　
幸
　
典
夫

下
暮
地
　
舟
久
保
　
ト
　
ラ
　
隆
時

お
し
あ
わ
せ
に

お
し
あ
わ
せ
に（
婚
姻
）

（
婚
姻
）

高
　
部
　
陽
　
平
　
柿
　
園

新
　
妻
　
奈
津
子
　
東
京
都

岩
　
田
　
光
　
正
　
柿
　
園

宮
　
下
　
絵
里
子
　
富
士
吉
田
市

滝
　
口
　
善
　
嗣
　
上
　
町

谷
　
内
　
慶
　
子
　
都
留
市

宮
　
下
　
慎
　
也
　
上
　
町

山
　
浦
　
愛
　
奈
　
富
士
吉
田
市

（（（（

西桂町議会 12 月定例会録画放送
１月４日（日）11チャンネル、正午及び午後８時
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フォトニュースフォトニュース

児 童 館

●11／14（金）　七五三お宮参り●11／14（金）　七五三お宮参り
　七五三のお宮参りに諏訪八幡神社に行きました。子ども達は神様の前で、

「元気で良い子でいられますように ･･･」と、お参りしてきました。これか

らの子ども達の健やかな成長を願っています。

●12／９（火）もちつき●12／９（火）もちつき
　お餅つきが行われました。役員の方々にご協力いただき、

「よいしょ！よいしょ！」の掛け声とともにつき上がった

お餅をいただきました。自然の恵みに感謝し、昔ながらの

伝統行事をこれからも大切にしていきたいと思います。

保 育 所

●11／20（木）手織り体験●11／20（木）手織り体験
　県民の日で学校が休みであったため午前中におこないました。文化祭に出展

した事もあり手織りに興味をもった子ども達も多く、自分の好きな糸の太さや

色などにこだわりを持ち、その子らしい作品ができました。手織りの里グルー

プの方々も教え甲斐があります…これからもはた織りを楽しいんでほしいと思

います (*^_^*)

●児童館ボランティア●児童館ボランティア
ボランティアの方々が子ども達と関わって下さっています。

●子育てを支援する会　（毎月第2水曜日　PM3：30～ 5：00）

　宿題をしたり色々な遊びを一緒にしましょう。

●手話・美水会　（毎月第3水曜日　PM3：30～ 4：30）

　歌にあわせて手話をしたり、基本的な手話を覚えたりしましょう。

●12／６（土）児童館もちつき●12／６（土）児童館もちつき
　寿クラブの方々から頂いたもち米を使い、民生委員

さんにお手伝いをいただき『もちつき』を行なう事が

出来ました。今回は 100 名程の参加を頂き子ども達

も餅つき体験をし、最近はなかなか見る事の出来ない、

きねと臼による餅つきを楽しみました。“きな粉・のり・

大根おろし・ねぎみそ・さとう醤油”など色々な味付

けで、つきたてのお餅をおいしくいただきました。民

生委員さんのご協力に感謝致します。今後も児童館事業へのご理解・ご協力を宜しくお願いします。

●11／21（金）母親クラブ●11／21（金）母親クラブ
　11月はヨガをしました。初めての試みで

したがリラックスして活動できました！

　１／ 16（金）10時～ YLO会館 1階

和室でカレンダー作りをします。気軽に

遊びに来てください☆

母 親 ク ラ ブ

※子ども達に色々な遊びや特技を教えて
いただける方、話し相手や活動の様子
を見守って下さる方…ぜひ児童館へお
越しください。地域の方々の協力によ
り子ども達を支えて頂けますよう宜し
くお願い致します m(__)m
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今月のピックアップ

広報にしかつらこの広報誌は環境に配慮した
植物油インキを使用しています。

編
集
・
発
行
　
山
梨
県
西
桂
町
役
場

総
務
課
　
広
報
担
当

山
梨
県
南
都
留
郡
西
桂
町
小
沼
1501-1　

TEL0555-25-2121　
FAX20-2015

U
RL　

http://w
w
w
.tow

n,nishikatsura.yam
anashi.jp/

2
0
1
5

No.456
月
号

１

11 月 29 日（土）生活発表会（お

みせやさんごっこ）が開催されまし

た。子ども達が 4月より少しずつ

取り組んできた絵の具の活動や畑の

取り組み、折り紙、はさみやのりの

活動などなど。様々な造形活動の集

大成が各お店を飾りました。今年度

は民生委員の方々が来所して下さり

保育所の取り組みを見学、子ども達

の日頃の頑張りを褒めて下さいまし

た。当日は「とうざんの里」の方々

のご好意による、玄米のぽん菓子の

提供もあり盛大な事業となりまし

た。

保 育 所
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